
第 1 条 友部自動車学校は宿泊参加規定を次のとおり定める。参加者はこの規定を遵守しなければならない

第 2 条 参加資格は、下記の要件を満たすものとする。
（参加資格）

※¹カラーコンタクト・色付きメガネ/偏光レンズは使用不可

青 ・ 赤 ・ 黄色の識別ができる者

中学校卒業以上の学力があり 、学科試験に出題される問題の読解ができる者

18歳未満の者は保護者の承諾のある者

免許所持者にあっては入校手続き時に免許証を提示し教習期間中免許証を携帯できる者

妊娠中で無い者

身体にファッションタトゥや刺青等の無い者

第 3 条 宿泊参加の申込は、 所定の手続きによりおこなう
(申込手続)

申込手続は当校の事務局、 契約担当職員及び当校が指定する代理店または取扱店において参加者本人または代理人によりおこなう

参加者が運転免許ローンにより参加費を支払う場合は、入校予約前までに当校の取り扱うローン会社の融資承認を得なければならない 

第 4 条
(中途解約）

教習期間中に当校及び宿泊所を無断で離れ、その日から３日以内に当校に何ら連絡が無い場合は、これを中途解約として取り扱う

参加者が他の自動車教習所へ転校する場合は、これを中途解約として取り扱う

第 5 条
（ﾛｰﾝ精算）

第 6 条 中途解約に伴う返還金は、次の方法で計算し参加者に返還する
（返還金）

1 返還金 ＝ 参加費用 － 必要経費

必要経費の内訳は次のとおりとする

解約手数料（参加費用の１０％）， 入学金， 募集手数料， 学科， 技能教習の実費， 教本代， 施設利用料 ・ 食費の実費，その他必要となる実費

参加者の都合により転校する場合は、 別途転校書類作成手数料を当校に直接支払うものとする

第４条２項の規定により中途解約として扱われた参加者は 、当校に対し返還金の請求はできないものとする

第 7 条 参加者は、 保証範囲内であっても個人的な事由（故意 ・ 過失等）での教習及び検定のキャンセルや延泊には下記の追加料金を支払うものとする
(追加料金とキャンセル料）

 延       泊・ ・ ・ ・  ４，４００円／泊（団体寮）　　６，６００円／泊(シングル・ツイン)

第 8 条 教習期間中に当校が一時的に教習継続不能と判断したことにより教習を一時中断した場合(怪我/急病)は、当校が指定する日時から教習を再開するものとする
（再開）

第 9 条 参加者は、 当校が定める校則を遵守し、 学科教習担当者及び技能教習担当者並びに当校職員（警備員を含む）の指示に従わなければならない
（遵守事項）

5,500円/時限

技能検定

6,600円/回

6,600円/回

6,600円/回

8,800円/回

8,800円/回

6,600円/回

技能教習

(AT)4,730円/時限・(MT)5,060円/時限

3,520円/時限

4,400円/時限

5,500円/時限

5,500円/時限

学校提出用

友部自動車学校宿泊教習に関する規定

取得免許 年齢・条件 視力条件

普通車 満18歳以上
修了検定日に満18歳に 片眼0.3以上、両眼0.7以上の方（眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹）

なる方 又は１眼で0.7以上、視野角度150度以上であること。

普通二輪 満16歳以上
卒業検定日に満16歳に 片眼0.3以上、両眼0.7以上の方（眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹）

なる方 又は１眼で0.7以上、視野角度150度以上であること。

大型二輪 満18歳以上
普通自動二輪免許所持 片眼0.3以上、両眼0.7以上の方（眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹）

の方 又は１眼で0.7以上、視野角度150度以上であること。

準中型車 満18歳以上
修了検定日に満18歳に 片眼0.5以上、両眼0.8以上の方　深視力誤差２ｃｍ以内の方

なる方 眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹

中型車 満20歳以上
普通車免許所持の方で 片眼0.5以上、両眼0.8以上の方　深視力誤差２ｃｍ以内の方

免許経歴2年以上の方 眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹

大型特殊 満18歳以上 普通車免許所持の方
片眼0.3以上、両眼0.7以上の方（眼鏡・コンタクトレンズ使用可※¹）

又は１眼で0.7以上、視野角度150度以上であること。
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5 運転に支障をきたすと思われる持病のある者及び、身体（手・足・指）に障害を持つ者は、運転適性相談窓口に相談を行い、その「運転適性検査結果表」を当校に

提出し、管理者が入校を認めた者

6 無免許運転等交通違反がある者は、その欠格期間が経過した者で管理者が入校を認めた者。過去に運転免許の取消処分を受けた者は、取消処分者講習を受講し、か

つ、その欠格期間が経過した者(初心運転者制度による免許取消を除く)で管理者が入校を認めた者
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2 参加者が所定の申込み手続き後、 参加費用の全額、 または内金として２万円以上を支払うことにより契約が成立したものとする。入校日の変更は原則として認め

ないものとする

3 契約成立後参加者の都合で入校を中止した場合は、払い込み金額から所定の取消料を差し引いた金額を返還する。返還に要する費用(送料等)は参加者負担とする
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1 教習開始後において、参加者の都合により教習の継続が中止された場合は、これを中途解約として取り扱う。但し、参加者が希望する場合は通学生と同様の条件で

の教習継続とする
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ローン契約を利用する参加者の中途解約に伴う参加費用の精算は、参加者がローン契約を解約せずにローンの支払いを継続することを約した場合に、当校は参加者に対

し 第6条第一項に定める計算方法により返還金を返還する
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取得免許 学科教習

普   通   車

普通二輪車

2,200円/時限

2,200円/時限

大型自動二輪

準中型車

－

2,200円/時限

中型車

大型特殊車

2,200円/時限

－



第 10 条

（禁止行為）

第 11 条
（強制退校）

第 12 条次に例示するような事由により、発生した損害について、当校は一切の責任は負わないものとする
(免責事項)

参加者の不注意により発生した事故、又は第三者の不注意により発生した事故にかかわる損害

自由行動中の事故、及びそれに伴う損害

盗難・疾病

その他、当校の責に帰さざる事由により生じた損害

第 13 条参加者は教習並びに生活において苦情･相談がある場合は、 管理者または担当者に申し出るものとする
（苦情･相談）

第 14 条
（その他）

＊私は貴校に入校致したく、校則や規定に従うことを誓い諸料金を添えて、申し込みます

※入校者が未成年者又は学生の場合は、必ず保護者もしくは保証人の署名捺印が必要となります

友部自動車学校　殿

年 月 日
入校者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

保護者(保証人)氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

入校者との関係

1.(個人情報取得の目的）当校は、教習業務を進める上で必要な範囲で、且つ適法公平な方法により個人情報を取得します

2.(個人情報利用の目的）当校が取得した参加者の個人情報は次の目的で利用します

(1)当校で実施する免許取得のための教習を実施するため

(2)当校で実施する講習、認定教育を実施するため

(3)当校が実施する教習、講習、認定教育に関するご案内等をお知らせするため

3.（個人情報の第三者への提供、ならびに取り扱い委託について）

当校は、上記２．の利用目的のために、参加者の個人情報を提携するローン会社に提供することがあります

提供する情報はローン審査に必要な範囲に制限いたします

また、参加者への送付物送付手段として、提携宅配業者、配送業者に業務を委託することがあります

4.(個人情報を提供することの任意性について)

参加者からお預かりする個人情報は、上記利用目的のために任意でご提供頂いております。ご提供いただけない場合は、免許取得のための講習は受けることができません

5.(個人情報の利用の中止、訂正・削除の申込への応諾)

参加者からお預かりした個人情報について、ご本人から利用目的の通知、開示、内容の訂正、追加又は削除、利用停止、消去及び第三者への

提供の停止のお申込みがあった場合は、当社の個人情報管理規定に基づいて合理的な期間内に対応致します

お申込みは、当校受付窓口で承ります

＊個人情報取り扱いに関して同意を確認しますので、どちらかを〇（マル）で囲んでください

※入校者が未成年者又は学生の場合は、必ず保護者もしくは保証人の署名捺印が必要となります

ご本人　　　　　　　　　　　・同意します　　　　　　　　　　　　　・同意しません

入校者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

保護者(保証人)  　　　　　　・同意します　　　　　　　　　　　　　・同意しません

保護者(保証人)氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
※同意いただけない場合は、ご入校をお断りさせていただく場合がございます。
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参加者は、 当校構内並びに宿泊所内で他人に対して迷惑となる行為及び、 社会の良俗秩序に反する行為（無免許運転 ・ 不法改造運転等を含む）をしてはならない。

又、参加者が、 宿泊所，当校，当校職員（警備員を含む）及びその他の物品等に対し損害を与えた場合は、その損害を賠償しなければならない

虚偽の申告により入校した場合や第9条及び第10条に反する行為、 又はこれらに準ずる行為（傷害 ・ 窃盗等）があった場合、 管理者はその参加者を強制退校に処する

ことができる。その際、強制退校処分となった参加者に対して参加費用の返還は一切おこなわない

仮免学科試験に３回不合格となった場合は、退室（一時帰宅）し地元免許センターで受験し仮免学科合格後、または当校で受験し仮免学科合格後、当校が指定する日時

から再開となる。 尚、その際に掛かる交通費は参加者の負担とする

過去に、 当校の宿泊教習に参加し第9条及び第10条に反する行為、 又はこれに準ずる行為（傷害･窃盗等）を犯した者及び、 参加せずとも来校し前記の行為を犯し

た者の入校は認めないものとする

指定感染症の症状や発熱又は、咳等の症状があるにもかかわらず、虚偽申告により入校した場合及び、宿泊教習期間中に発生した症状を偽り教習を継続した事によ

り、当校に著しい損害が発生した場合は、その損害を賠償しなければならない
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